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＜連絡事項＞

· 6/19～20職員旅行（第1班）あり。スタッフの人数が少ないため、それぞれ支障がないように調整すること。

· 業者が来られ、オートドアの点検を行い、祝日も開錠するように設定している。

＜外来情報＞

· 細越　定生　様～気分は安定しているとのこと。父親のお見舞いにも行っていると話されている。

· 平　　康子　様～体重65.2kg。スイカを購入して食べたが、美味しかったと話されている。

· 船場　幸子　様～朝起きる事ができないことがあると話されているため、今後、減薬も考慮してい

くこと説明している。青山荘の日課は聞きながら行っているとのこと。

· 中居　松男　様～気分は安定しており、夜も眠れているとのこと。

· 長瀬　絋一郎様～先週、2週間分処方しているが、なくしてしまったとのことで、本日は1週間分

処方している。無くさないように説明している。

· 小野寺　文明様～右手第二指の痛みはよくなってきたが、第一指の痛みはまだあるとのことで、ゲ

ームは控えていると話されている。最近眠れるようになってきたとのこと。7/3採血予定。

· 山田　健次　様～特に変わりはないと話されている。

· 奥山　以依子様～6/21に青風荘でグリーンパークに行くと話されている。

· 中居　美津子様～右臀部から下肢にかけての痛みが続いているとのことで、ロキソニン処方となっ

ている。飲みすぎると胃潰瘍になる可能性があるため、多少痛いぐらいならあまり飲まないよう説明している。

· 前野　義勝　様～風邪気味で頭痛があるとのことで、赤田外科で内服処方してもらったと話されて

いる。当院では、ビタミン剤（1日3回）と解熱鎮痛剤（1日1回）がそれぞれ14日分処方となっている。

· 鹿原　博夫　様～幸房のパン作りは忙しいとのこと。今はまだ失敗はないと話されている。

· 柳町　信之　様～夕方に洗濯を済ませるようにしており、夜中にはやっていないとのこと。

· 種市　久子　様～引越しをしたが、嫌がらせの手紙を投函されるため、警察に届けたら見回りをし

てくれるようになったとのこと。「近所の人は精神患者を理解してくれない」と話されている。

· 鈴木　恵美子様～特に変わりは無いとのこと。来週、採血予定。

· 富田　紀子　様～頭痛は良くなってきたと話されている。

· 上久保　善郎様～来月末に外泊に行く予定とのこと。体重84kg（自己申告）だが、太ってきたよ

うに見えるため、減量するように説明あり。

＜利用者様情報＞

· 大久保　康弘様～日中、ボーっとしてプログラム中も眠くなるとのことで、本日の外来受診でバレ

リンが減薬になったと報告されている。日中の活動状況や精神状態の変化に注意し、観察を行っていくこと。

· 小向　武雄　様～抜歯をしたとのことで、痛み止めにロキソニンを処方されている。本人は、疼痛

はないと話されており、痛み止めは服用していない。

· 種本　サハ　様～「日課や掃除ができないから、グループホームには居れない」「アパートで１人

暮らしをして嫁に介護をしてもらうわけにはいかないか」など、月に1回は訴えがある状態。担当医にも相談してみるよう説明している。

· 種市　久子　様～今朝、「昨日○○さんに変なこと言われたから、デイケアにはいきません」と電

話連絡あったが、外来受診後に来所され、明日デイケアに来られると話されている。スタッフに何かを言われたということに関しては話されていない。些細な一言を被害的に捉えてしまう傾向にあるため、本人の訴えを傾聴し、受容した上で会話を進めていくこととする。

· 江刺家　陽輝様～一昨日、自転車で転倒し、腰にヒビ入ったとの情報あり。本日、母様より電話連

絡あり、「自転車で転倒し、肩を痛めたため、今週いっぱいは欠席する」とのこと。来週月曜日は通所するとのこと。

· 袴田　隆裕　様～昨日、本人より電話連絡あり、外来受診にて担当医より仕事（非開示）をしても

良いと許可はおりたが、母様が反対しているため、どうしたらいいのか相談したいとのこと。本人は、知り合いがやっているという二交代制の工場勤務を希望しており、やっていける自身があるとのこと。母様は、いきなり二交代の工場では失敗してしまう為、バイトから始めた方がいいとの意見。弟様にも相談したところ、弟様もバイトから始めて母親を納得させるよう話していたとのこと。「バイトに関しては少しも考えることができない」と、工場の勤務で日勤だけを行うと平日が空かないため、外来受診ができないと話されている。やりたいという工場勤務で失敗してしまうと、精神的ダメージが大きく、立ち直りにくくなるのではないかということ、バイトを経て成功すれば自身はつくのではないかということを説明。本人は、工場勤務での成功のイメージしか持っていないため、様々な失敗や成功の可能性を考えながら、いろいろな人の意見を聞いてゆっくり考えてみるよう説明。十分に納得した様子はないが、「兄貴にも相談してみる」と電話を切っている。青明舎の職親は利用したくないとのこと。開示、非開示、職親など、可能な選択肢を提示し、本人が納得のいくような決定を促していくこととする。

· 駒目　　翔　様～昨日、「メンバーに冷たくされたり、蹴られたりしている」と本人が父様に電話

連絡を行った件について、事実確認をすると昨日ではなく月曜日にあったこととのことで、帰宅時に父様に伝えている。自傷行為の恐れがあるため、危険物（カッターなど）を所持していた場合はスタッフ預かりか家族に返却すること、昨日もボールペンで自傷行為があったことなど、本人の状態もあわせて説明。また、利用日以外は基本的に来所はお断りしていることを父様にも説明し、了承はしている。

また、本日、本人様より電話連絡あり、荷物点検について質問されている。始めは「何分くらいかかるのか」「いつまで続けるのか」というを質問されており、数分で済むこと、精神状態が安定し自傷行為など危険な行為を行わなくなるまでと説明しているが、徐々にグラビア雑誌や同人誌などを持参したいという内容に話が変わっていっている。デイケアは公共の場であるため、性的なものは持ってこないよう説明するも、「どうしてですか」「皆は良いって言ってました。どうして僕だけ」と口調荒く不機嫌さあり。性的なものは他者に不快感を与えるためメンバー全員にお断りしていること、一般常識であることを説明するも、納得せず。ます、危険物や性的なものは持ってこないこと、荷物点検の時点で不必要であると考えられるものは預かることを説明し、本日は電話を終了している。来所時の荷物点検の際、場にそぐわないものを預かる際は、何故よくないのかを説明し、預かること。

· 川口　八寿子様～昨日、誕生日とのことで、他者に声高に話しかけたり、エアロビクスでボディラ

インがはっきりした服を着用したりなど、気分の高揚さみられていた。誕生日の後は、他メンバーを食事に行く、詩吟の大会などイベントが続いているとのこと。気分高揚や疲労で、体調を崩してしまうことも考えられるので、精神症状の変化に注意して観察を行っていく。










